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上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム2016 

近年の教師教育学における学習・教授観  
 

伝達→構成主義 
 

 教師の成長：リフレクションの重要性  
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武田・金井・横須賀（2016) 

授業のリフレクション 

（ミクロレベル） 

学校コミュニティのリフレクション 

（メゾレベル） 

価値観のリフレクション 

（マクロレベル） 

3種のリフレクション 

授業のリフレクション 

（ミクロレベル） 
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ALACTモデル（コルトハーヘン,2010) 
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行為 
Action 

試行 
Trial 

行為の振り返り 
Looking back on action 

本質的
な諸相
への気
づき 
Awareness 
of essential 
aspects  

行為の選択肢の拡大 
          Creating alternative  
               methods of actions  

深いリフレクション 
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• 叙述レベル(descriptive reflection)  

 課題の説明/教師の指導技術 

• 概念レベル(conceptual reflection) 
 実践の根拠/価値観や信念 

• 批判レベル(critical reflection)  

実践に関わる全ての当事者（教師、生徒、学校、 
コミュニティ）/社会的、倫理的、道徳的視点 
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